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研究成果概要 
 
 東京大学宇宙線研究所の共同利用研究施設である CLIO に、昨年度までに導入された

デジタル制御システムを用いて、実際の干渉計制御及び、実測データを用いたリアルタ

イムデータ解析システムを構築した。 
 具体的には、本システムを用いることで CLIO での干渉計ロックアクイジション、キ

ャリブレーション、常時感度モニタ等を実現でき、CLIO の安定な動作状況が確認された。

更に本研究で開発したシステムを用いて、一週間程度の短期間ではあるが、CLIO を用い

た重力波の試験観測を行った。その過程において、本システムから生成されたフレーム

データを用いた、検出器サイトでのリアルタイムキャリブレーション、リアル環境モニ

タのためのソフトウェアを構築した。また、これらを web 上で配信するような基本モニ

タシステムも組むことができたため、この基本システムをもとにより大きな観測体制へ

とつなげるための足がかりとすることができた。 
 本研究での成果は KAGRA でのリアルタイム制御の実現、重力波観測体制の構築に直

接つながると考えられ、来年度以降の KAGRA での実際の制御系のインストール時に、

大きく貢献することが期待される。 
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